








 

〔はじめに〕 

 筋ジス病棟においては、医師、看護婦、理学療法士、指導員、保母が、それ

ぞれ専門職の立場で、患児(者)に接している。しかし、ややもすれば、各専門

職員間の連携を欠く場合もあり、患児(者)を中心とした、総体的診療、看護、

生活指導を目標として、POS 方式による、同一記録用紙を導入した。このこと

により、患者管理について、記録を通し、より正しく、患児(者)を把握できる

ようになったので報告する。 


